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図１　ＤＭＥの概要
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図２　我が国のＬＰガス輸入国別構成比（１９９９年）

ＵＡＥ

26.7%

クウェート

8.4%

サウジアラビア

43.8%

その他

2.4%

カタール

4.4%

インドネシア

8.5%

オーストラリア

4.0%

マレーシア
1.5%

中東その他

0.3%

輸入計：１４，４５１千トン

中東全体：８３．７％（１２，０９２千トン）

その他：１６．３％（２，３５９千トン）

出所）通関統計



2

図３　サウジアラビアのＬＰガス・ターム契約価格の推移
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図５　燃焼性

可視青炎可視青炎可視青炎可視青炎可視青炎火炎色

１１．７３１．０２３．８９．５１４．３理論空気比

２．４５６．５５２３理論酸素比

３８３８４１３６４９ＭＣＰ（cm/s）***

５９９１８１５４５２ＷＩ（MJ/Nm3）**

１３Ａ－１*ブタンプロパンメタンＤＭＥＤＭＥＤＭＥＤＭＥ項目

* １３Ａ－１ ： ８５％メタン＋15％プロパン
** ＷＩ ： ウォッべ指数＝高発熱量／√比重
*** ＭＣＰ ： 最大燃焼速度（Maximum  combustion  speed）

図６－１　燃焼状態図（ＤＭＥ）
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図６ー２　燃焼状態図（プロパン）
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図７－１　化学的安全性（急性毒性 ）

ＬＣ５０：試験対象生物の５０％が死亡する濃度、量を表す

　【出典：（財）運輸低公害車普及機構
　　　　　　　低公害･代替燃料自動車の普及･促進のための調査研究・調査報告書】

６４６５８３３７ＬＣ５０
（吸入・ラット）

メタノールＬＰガスＤＭＥ

単位：ｇ／ｍ３／４ｈ
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図７－２　化学的安全性（慢性毒性 ）

ＴＬＶ：作業環境許容濃度

　　　　　　 ほとんどすべての作業者が暴露しても有害な健康影響が現れないと

　　　　　　考えられる気中濃度［基準：８時間／日、４０時間／週（５日／週）］

　【出典：（財）運輸低公害車普及機構
　　　　　　　低公害･代替燃料自動車の普及･促進のための調査研究事業・調査報告書】
　【出典：（財）物流技術センター　［ガソリンのTLV値］
　　　　　　　低公害･代替燃料自動車の普及･促進のための調査研究事業・調査報告書】

３００２００１，０００１，０００ＴＬＶ

ガソリンメタノールＬＰガスＤＭＥ

単位：ｐｐｍ

図７－３　化学的安全性（毒物劇物 ）

判定基準：原則として下記のどれか一つに該当する場合

　　（ａ）経口　　毒物：ＬＤ５０が３０ｍｇ／ｋｇ以下

　　　　　　　　　劇物：ＬＤ５０が３０～３００ｍｇ／ｋｇ

　　（ｂ）経皮　　毒物：ＬＤ５０が１００ｍｇ／ｋｇ以下

　　　　　　　　　劇物：ＬＤ５０が１００～１,０００ｍｇ／ｋｇ

　　（ｃ）吸入　　毒物：ＬＣ５０が５００ppm／４ｈ

　　　　（ガス）　劇物：ＬＣ５０が５００～２,５００ppm／４ｈ

　　【出典：国立医薬品食品衛生研究所化学物質情報部“毒物劇物の判定基準”】

ＬＣ５０：ＬＰガス（プロパン）は６５８ｇ／ｍ３／４ｈ＝３３５,０００ppm／４ｈ

　　　　　ＤＭＥ　　　　　　　は３３７ｇ／ｍ３／４ｈ＝１６４,０００ppm／４ｈ

　　　　　　であり、毒物劇物の対象外。
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図８　アジア・オセアニア地域の中小ガス田数

１０３２オセアニア

５５１５７アジア

１～３０．３～１地　　　域

規　　　模（兆立法フィート）

【出典：石油鉱業連盟　石油・天然ガス等の資源に関するスタディ

　　　　　　　　　　　　（石鉱連資源評価ワーキンググループ報告書）】
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図１０　ＤＭＥ流通イメージ

輸入基地

二次基地

コースタルタンカー

タンクローリ

充填所

工業用需要家

スタンド 車両

家庭・業務用

オーシャンタンカー

製造プラント

図１１　ＬＰガスの輸入基地分布

ＬＰ
ガス
54%

天然
ガス
46%

・利用世帯数

（２０００年度推計値）

　　　　　　ＬＰガス輸入基地　３６ヶ所　　　　　　ＬＰガス輸入基地　３６ヶ所　　　　　　ＬＰガス輸入基地　３６ヶ所　　　　　　ＬＰガス輸入基地　３６ヶ所

　　　　　　ＬＰガス二次基地　７９ヶ所　　　　　　ＬＰガス二次基地　７９ヶ所　　　　　　ＬＰガス二次基地　７９ヶ所　　　　　　ＬＰガス二次基地　７９ヶ所

　　　　　天然ガス供給エリア　　　　　天然ガス供給エリア　　　　　天然ガス供給エリア　　　　　天然ガス供給エリア

　　　　　ＬＮＧ輸入基地　２３ヶ所　　　　　ＬＮＧ輸入基地　２３ヶ所　　　　　ＬＮＧ輸入基地　２３ヶ所　　　　　ＬＮＧ輸入基地　２３ヶ所

　

総数４７００万世帯

・・・・ 一般燃料としての需要

ｴﾈﾙｷﾞｰ生産・需要統計年報

平成１１年

ＬＰガス　　１６．０ＬＰガス　　１６．０ＬＰガス　　１６．０ＬＰガス　　１６．０百万ｔ百万ｔ百万ｔ百万ｔ

天然ガス　１５．２天然ガス　１５．２天然ガス　１５．２天然ガス　１５．２百万ｔ百万ｔ百万ｔ百万ｔ

（電力用、化学原料用を除く）
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図１２－１　ＤＭＥの流通設備（輸入基地）

ＤＭＥ
低温貯槽

戻りガスコンデンサー

低温出荷ポンプ ＤＭＥヒータ

ＤＭＥ高圧貯槽

高圧出荷ポンプ タンクローリ

コースタルタンカー

ローディングアーム

ローディングアーム

ローディングアーム

オーシャンタンカー

液配管

ベーパ配管

リターンガスブロア
ＢＯＧコンプレッサ

図１２－２　ＤＭＥの流通設備（二次基地）

ＤＭＥ高圧貯槽

高圧出荷ポンプ

コースタルタンカー

タンクローリ
ローディングアーム

ローディングアーム


